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Ⅰ．研究目的
　「社会福祉士及び介護福祉士法」は，1987 年に成立し，更に 2007 年には改正が行われ，2009 年に
は新カリキュラムの導入となった．
　本学は，2009 年度まで保育士養成課程卒の専攻科 1 年課程であったが，現在は，2 年課程となり，


















S 市内にある介護老人福祉施設 K 施設の施設長，生活相談員，担当ケアマネジャーへの聞き取り
調査，施設資料（実習評価表、実習内容録等）からのキーワード抽出を実施した．
　（2）調査内容
① 2010 年に長期実習を行った学生（以下，学生 A）の実習時の様子，実習内容等全般において，
介護実習における良好な環境
－施設と学校の立場から－
A Better Care Practice Environment for Students







































































































































































現在，介護過程の展開には ICF の導入をしている養成校が多いが，ICF を導入している実習施設
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